
シンポジウム：ODA の抜本的な見直しに向けて 

複製される経済成長モデルと環境問題 
メコン開発からの報告 

 

日本の ODA（政府開発援助）は世界に、そしてアジアに何をもたらしてきたのでしょ

うか？ 今後何をもたらすのでしょうか？  
現在、ODA の見直しが進められていますが、外務省の中間とりまとめでは、これま

での ODA について、「東アジア地域は『開発』を通じて安定と成長を実現」「日本外交

の重要な手段として成功」と高く評価をしています。一方で、援助の現場からは、イン

フラ重視の開発による急ぎすぎた経済成長の歪みも見て取れます。 
たとえば、タイ・マプタプット工業団地建設に対する円借款。タイの工業化に大きな

役割を果たしたとして、ODA の成功例と評価されています。しかし、近隣の住民は長

年、工業団地からの公害に苦しんできています。また、ラオスで進められている水力発

電ダム。「貧困削減」という名のもとに進められたこの事業のもとで、住民たちは立ち

退きと生活の激変に直面しています。 
このたび、タイからのゲストを迎え、マプタプット工業団地をはじめとしたメコン開

発の報告をもとに、皆さまとともに、ODA の見直しを考えていきます。また、シンポ

ジウムに引き続き、メコン・ウォッチの活動報告を含む総会を行いますので、こちらの

方もぜひご参加ください。 
 

■日時 ：2010 年 6 月 5 日（土）13:00～15:00 
■場所 ：（財）人権教育啓発推進センター、人権ライブラリー会議室 

（〒105-0012 東京都港区芝大門 2-10-12 KDX 芝大門ビル 4F 
交通アクセス http://www.jinken.or.jp/houjingaiyou/access） 

■内容（予定） 
「マプタプット工業団地の公害問題～問題の根源は何か」 

（ペンチョム・セータン／NGO「タイ環境回復と啓発（EARTH）」代表） 
「大規模ダムの“はかれない”影響～成長モデルに翻弄されるラオスの村びとたち」 

（東 智美／メコン・ウォッチ） 
「ODA の抜本的改革に向けて必要な視点」 

（福田健治／弁護士） 
 

＊シンポジウムの後のメコン・ウォッチ総会では、下記のような活動報告を行います。

こちらもぜひご参加下さい。15 時から 16 時半の開催となります。 
◆活動報告ハイライト 



○ラオス：「食べられる生態系」を可視化する 
○ビルマ（ミャンマー）：大規模開発と軍政 
○カンボジア：立ち退き問題は解決されたか？ 

 

■主催：メコン・ウォッチ 
 

■協力：国際環境 NGO FoE Japan、財団法人 地球・人間環境フォーラム、「環境・持

続社会」研究センター（JACSES） 
 

■資料代 500 円（主催団体、協力団体の会員無料） 
 

■申込先 下記を E-mail（event@mekongwatch .org）までご連絡ください。 
 ・ご氏名  
 ・ご所属 
 ・E-Mail アドレス 
 ・会員／会員以外の別 
 

■問合せ 
特定非営利活動法人メコン・ウォッチ（担当：木口） 
〒110-0015 東京都台東区東上野 1-20-6 丸幸ビル 2 階  
Tel: 03-3832-5034 Fax: 03-3832-5039 
Email: info@mekongwatch.org 


